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『京都大学高等教育研究』編集規程
（2016 年 5 月 18 日改正）
  1  ．本誌は高等教育研究を目的として、京都大学高等教育研究開発推進センターが発行する研究誌である。
  2  ．本誌には、本センター関係教員の論考、共同研究の報告その他本センターの研究活動に関する記事等を編集掲載するほ
か、投稿論考、招待論文を掲載する。
  3  ．本誌の編集のために編集委員をおく。編集委員長は、センター長が委嘱する。編集委員長は編集委員若干名を委嘱する。
編集事務を担当するために編集幹事をおく。編集幹事は編集委員長が委嘱する。編集委員長及び編集委員の任期は 1年
とする。ただし、再任を妨げない。
  4  ．編集委員会は、各年度の編集方針その他編集に必要な事項を定める。
  5  ．本誌に論考の掲載を希望する者は、所定の投稿規程に従い、編集委員会事務局に送付しなければならない。
  6  ．投稿された論考の掲載および論考の区分は、編集委員会の合議によって決定する。
  7  ．掲載された論考について、編集委員会は若干の変更を加えることができる。ただし、内容に関して重要な変更を加える
場合は、執筆者との協議を経るものとする。
（附則）本規程は、2016 年度発行の『京都大学高等教育研究』第 22 号から施行する。
『京都大学高等教育研究』投稿規程
（2016 年 5 月 18 日改正）
（全般）
  1  ．論考の内容は、日本及び世界の高等教育研究に寄与しうるものとする。









  3  ．論考は未発表のものに限る。ただし、口頭発表及びその配布資料はこの限りでない。
  4  ．論考を投稿する場合、研究論文、研究ノート、実践報告、ショートレポートのいずれかの希望する区分を明記する。な
お掲載にあたって編集委員会が区分の変更を求めることがある。
  5  ．投稿された論考は、レフェリー制度を通じて選定の上編集される。投稿原稿は原則として返却しない。
  6  ．論考は原則として日本語あるいは英語を用いて作成するものとする。ただし、ショートレポートは日本語のみとする。
  7  ．論考は以下の作成要領（詳細は「テンプレート」参照）によって作成するものとする。ただし、招待論文、センター教
員・共同研究論考は（1）に準ずるが、費用・分量については、この限りではない。
京都大学高等教育研究第22号（2016）
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（1）研究論文、研究ノート、実践報告
　〈日本語の場合〉
　　・A4 縦置き・横書き、50 字×45 行（2段組）で、原則 10 ページ以内（最大 12 ページ以内）。
　　　＊フォントは、（日）MS明朝、（英）Times New Roman、文字サイズは 10 ポイントとする。




　　・A4 縦置き・横書き、50 字×45 行（2段組）設定で、原則 10 ページ以内（最大 12 ページ以内）。
　　　＊フォントは Times New Roman、文字サイズは 10 ポイントとする。





　　・A4 縦置き・横書き、50 字×45 行（2段組）で、4ページ以内。
　　　＊フォントは、（日）MS明朝、（英）Times New Roman、文字サイズは 10 ポイントとする。
　　　＊ 上記のページ数には、表題、要旨（日本語：300 字以内）、キーワード（日本語・英語、5つまで）、図表、注、文
献を含む。












・ 田口真奈（2007）．「高等教育における IT利用実践研究の動向と課題― eラーニングと遠隔教育を中心に―」『京都大学高
等教育研究』13 号，89–99.






・ Hermans, H. J. M. (1995). From assessment to change: The personal meaning of clinical problems in the context of the self-
narrative. In R. A. Neimeyer, & M. J. Mahoney (Eds.), Constructivism in psychotherapy (pp. 247–272). Washington, DC: American 
Psychological Association.
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